
《 心 を大事に 》

あじさいの花もピンクや水色、紫等きれいな色に染まっています。

先日、玄関のところで低学年の子どもが数名かたまって何か大事そうに観ています。ふとのぞき

込んでみると、小さな紙カップにカタツムリを入れて持ってきている子がいたのです。きっと教

室のみんなに見せてあげようと持ってきたのでしょう。

本校の教室や廊下にはカメやめだか、ふな、だんごむし、かなへび等いろいろな小さな生き物

がいます。お世話係の子が毎日お世話をしてくれているのでしょうね。

また、あさがおやミニトマトも順調に育っています。運動場東側の農園にはかぼちゃやきゅう

り、すいかやいんげん、とうもろこしなどが育っています。これらも、毎日お世話をする人がい

るからです。

小さな生き物や植物、野菜などは何も語ってきません。けれど、お世話をする人の気持ち・大

事にする心は通じています。

私も子どもたちと稲作を体験したとき、農家の方が「稲は『しっかり実れよー』と毎日声をか

けてあげるといい米になるんですよ」と教えてくださったことが忘れられません。また、先日、

５年生の子どもたちが水軒の芋を栽培している方にお話を伺った時も「芋は毎日、足音で大きく

なるんや」と、水やりや草取りを毎日心をこめて行うことの大切さを語ってくださっていました。

小さい頃から小動物の飼育や草花、野菜などの栽培を体験することは「あたたかい心」「命を

大事にする心」を育てます。とても大事な経験です。

学校では時として、好きな虫を探すことに一生懸命になって、植木鉢をひっくりかえしてその

ままにしている子がいることもあります。植木鉢の花のことを考えていないことが残念です。

けれど、このような場面を見かけた時こそ、命の大事さを教えていかなければなりません。自分

のことだけを考えていてはいけないことを教えていかなければなりません。道徳の時間や学級の

時間等はもちろん、子どもたちの生活の場面すべてで繰り返し「命を大事にするあたたかい心」

を育てていかなければならないと考えています。

《地域の方々に、お世話になっています》

本校は生活科や社会科で、「ひと・もの・こと」との関わりを大事に学習をすすめています。

知識だけではなく、実際に体験したことから人としての生き方や考え方を学んでほしいと願って

います。５月後半から６月にかけて低学年から高学年まで、校区を巡って学習をすすめています。

その中で、地域の方々が本当に協力的に子どもたちと関わってくださっていることには、職員一

同、感謝しております。この関わりの積み重ねが子どもたちを豊かな心をもった人に育ててくれ

ると信じています。 校長 森田 啓子
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7月の行事予定

1 日（月）大清掃 PTA 実行委員会 セーフティーネットの日

2 日（火）学校開放委員会

3 日（水）研究授業 3 年 1 組 3 年 1 組下校 14:40 分頃 3 年 1 組以外の学級 13:25 分頃

5 日（金）給食費引き落とし

10 日（水）さいかタイム 5 年生・6 年生下校 14:40 分頃 5 年 6 年以外の学年 13:25 分頃

11 日（木）4 年生桃試食活動

12 日（金）

13 日（土） 矢の宮祭礼 PTA 補導見回り

15 日（月）海の日 さいか祭り

16 日（火）登校指導 ALT6 年

17 日（水）登校指導 ALT5 年

18 日（木）ALT6 年 給食終了

19 日（金）1 学期終業式 児童下校 11:25 分頃

20 日（土）選挙準備

21 日（日）参議院議員選挙本校は投票会場となります。

22 日（月）

23 日（火） 個人懇談会

24 日（水）水泳教室（3 年生）（詳細は、3 年生に後日お知らせいたします。）

8月の主な行事予定

登校日 1 日（木） 21 日（水） 児童下校 10:30 分頃
7 日（水）水泳記録会

11 日（日）5 部 PTA ソフト・バレーボール大会 星林高校

14 日（水）~16（金）学校は、完全休業で開放はしません。

15 日（木）給食費・PTA 会費引き落とし

9月の主な行事予定

2 日（月）始業式 セーフティーネットの日

6 年生修学旅行説明会（詳細は後日お知らせいたします。）

児童の下校 11:25 分頃

5 日（木）教育実習開始

17 日（火）登校指導 給食費・PTA 会費引き落とし

18 日（水）登校指導

30 日（月）教育実習終了

児童の送迎について

児童の登下校時に送迎の車により校門前が混雑し、交通停滞が発生したり、児童の

登下校時に交通事故の恐れのあるような場面も発生しています。特に雨天時は、その

状況がひどくなります。

特別な場合を除いて、児童の送迎は、お控え下さい。校門付近は、道路も狭く、付

近の方より、駐車場への車の出し入れに困るとの連絡をいただいたこともあります。


